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■ 概 要 

★ ＧＰＳ衛星の信号に含まれる時刻データを利用した、高精度時計のキットです。 

★ ＦＵＲＵＮＯ(古野電気㈱)製、高感度ＧＰＳモジュール(実装済み)を使用。 

★ GPSモジュールの制御は、Microchip 社 PIC18F67J50(実装済み)を使用。 

★ このキットは、GPSの「時刻情報」に特化した正確な「時計」です。一種の電波時計ですが 

多くのGPS衛星が地球上空を周回していますので「地球上であれば、陸上/海上何処で 

でも」使用が可能な世界時計です。ﾘｰｼﾞｮﾝ設定で、主なﾜｰﾙﾄﾞ･ｿﾞｰﾝが設定可能です。 

★ ﾊﾞｯﾃﾘｰ･ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟで、電源投入と同時に正確な時刻が表示されます。(ﾎｯﾄ･ｽﾀｰﾄ可) 

(初回電源投入時(ｺｰﾙﾄﾞ･ｽﾀｰﾄ)は、時刻取得まで数10分掛かる場合があります。) 

★ 時刻情報出力： 

・ ﾊﾟﾙｽ出力： 正秒、正分、正時、正日、正月に LED表示に連動したO.C.ﾊﾟﾙｽ。 

・ USB入/出力： ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・ﾎﾟｰﾄにて RS-232C ｼﾐｭﾚｰﾄ。ｺﾏﾝﾄﾞ/ﾚｽﾎﾟﾝｽ入出力。 

ｿﾌﾄ･ｽｲｯﾁ切り替えで、NMEA準拠GPS ﾓｼﾞｭｰﾙよりﾀﾞｲﾚｸﾄ・ﾃﾞｰﾀ出力可。 

・ 4CH ﾀｲﾏｰ出力： 秒単位での時刻設定。ﾜﾝﾀｲﾑ/毎日。O.C.とﾘﾚｰ C接点出力。 

・ PPS ﾊﾟﾙｽ出力： UTCに同期した 1秒ﾊﾟﾙｽ O.C.出力。 (PPSは、ＧＰＳ衛星の状況 

     及び状態等の条件の良い時のみ出力されます) ( O.C.ﾊﾟﾙｽは 13頁資料1. 参照) 

★ 液晶表示： ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸ白抜き１６桁２行表示液晶表示器付属。 

★ 高性能ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ内蔵のＧＰＳアンテナ付属。(ﾏｸﾞﾈｯﾄ付き、ｹｰﾌﾞﾙ約 5m、BNC ｺﾈｸﾀ付き) 

★ 電源、１２VＤＣ (ｽｲｯﾁﾝｸﾞ AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ等 ) 

  推奨AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ： 秋月電子(通販ｺｰﾄﾞ M-812) LTE(GFP)101U-1210(12V1A) 1 個 550円 

◎ 用途：  標準時計、海外での使用、機器の時刻修正に、正確を要する各種ﾀｲﾏｰ制御、等々。 

■ 緒  元 

ＰＵ PIC18F67J50 20MHzｸﾛｯｸ (時刻収集、入/出力ｺﾝﾄﾛｰﾙ) OS：FreeRTOS 

GPSﾓｼﾞｭｰﾙ 古野電気㈱製特注品  L1(1575.42MHz), C/Acode, SPS, 12ch, 9600bps 

Format:NMEA準拠, 受信感度:-155dB 

パルス出力 正秒、正分、正日、正月 各LED表示/O.C.ﾊﾟﾙｽ出力 100mS, max100mA 

1PPS (UTC同期1秒ﾊﾟﾙｽ) LED表示/O.C.ﾊﾟﾙｽ出力 80μS, max100mA 

タイマー出力 24時間ﾀｲﾏｰ、4CH。各hh:mm:ss ON/OFF設定, ﾜﾝｼｮｯﾄ/毎日連続  

O.C.出力：max100mA  リレーＣ接点出力：max 500mA/125VAC、1A/24VDC

ＵＳＢ入出力 MicrochipUSB ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ﾎﾟｰﾄ接続による擬似RS-232C入出力 

ｺﾏﾝﾄﾞ・ﾓｰﾄﾞ： 当社電波時計準拠、 ｺﾏﾝﾄﾞ/ﾚｽﾎﾟﾝｽによる日時取得 

ｽﾄﾘｰﾐﾝｸﾞ･ﾓｰﾄﾞ： NMEA準拠ﾌｫｰﾏｯﾄでの連続出力 

使用環境条件 室 内 (屋外で使用の場合は防滴、結露対策を十分行う事) 

電   源 １２ＶＤＣ 約150mA平均, ﾋﾟｰｸ250mA (12V1A程度の電源をご使用下さい)  

基板寸法 制御基板：   100mm x 100mm 1.6ｔ両面ｶﾞﾗｽｽﾙﾎｰﾙ基板 

  注  意  

・ 当キットの製作は、必ず最後までこのマニュアルに目を通してから行ってください。 

・ 尚このキットは、時計に特化したもので、位置情報の表示は有りません。 又、固定ﾓｰﾄﾞの設定ですから、 

移動せず固定して使用してください。 本ﾎﾞｰﾄﾞを数 10mより大きく位置移動した場合は、それまでの衛星の 

情報をﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟしている為、測位に時間が掛ったり測位できない場合が有りますので、16頁「ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ電 

池交換について」の説明に有ります「ｼｽﾃﾑ･ﾘｾｯﾄ」を実行し、強制的にｺｰﾙﾄﾞ･ｽﾀｰﾄさせてください。 

＜免責事項＞ 当キットを使用すること、及び利用方法で生じた損害・損失は、直接・間接を含め 

如何なるものでも保証・責任を負うものでは有りませんのでご了承下さい。 
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■ 製作前の注意事項 

★ 製作前に上記部品・数料をご確認下さい。万が一、不足等ございましたら、お手数でも製作前にお申し出下さいますようお願い致します。 

  改良の為、予告無く基板、部品等が変更になる場合がございます。その際は変更・訂正のﾃﾞｰﾀｰが折り込まれておりますので、それらを必ずお読みに 

  なってから本文をお読みくださいます様お願いいたします。 

★ このキットは、両面ガラス・スルホール基板※を使用しています。間違って部品をハンダ付けしますと、専用工具でなければ部品を取外すことが大変 

  難しい場合が有ります。 回路図、部品表等を十分に確認 してからハンダ付けしてください。 

※ｽﾙﾎｰﾙ基板とは、基板にある穴は筒状のメッキを施した導電性で、基板表面と裏面とを電気的に導通させております。 

  半田後むりやり部品を抜いたり、むやみに穴を大きくしたりすると導通が無くなり動作しなくなったりします。  
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■ 向きが有り間違えやすい部品実体図 

                                         ｷｯﾄの部品には、向きがある部品が含まれて 

                                         居ます。図の部品には注意して下さい。 

                                         部品表の部品番号と基板上のｼﾙｸ印刷さ 

                                         れた部品番号の所に印刷された形状等に 

                                         合わせて取り付けます。 

                                         ９頁に基板実体図も用意していますので 

                                         合わせて参考にして下さい。 

 

■ 基  板   TS-GPSclock01 

  基板外形寸法：     

100mm x 100mm  

  基 板  仕 様： 

    ｶﾞﾗｽｴﾎﾟｷｼ 1.6mm厚 両面ｽﾙﾎｰﾙ 青ﾚｼﾞｽﾄ 

  四隅の取り付けﾈｼﾞ穴寸法： 

 89.84mm x 89.84mm  3.5mmΦx4 

 

 

 

 

■ 組み立て  ( 組み立てに関しては、9 ﾍｰｼﾞの実体図と当社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ該当ﾍﾟｰｼﾞ(10頁下)を参考にしてください ) 

  基本的には背の低い部品よりハンダしていきます。前項にも有る様に注意としてはｽﾙﾎｰﾙ基板を使用して 

  いますので、一度ﾊﾝﾀﾞすると外しにくいため十分確認してからﾊﾝﾀﾞする事をお勧めいたします。 

１． 組み立てにあたって、前のページに有ります部品表と部品を確認します。部品表に有る［基板上記号］の記

号と基板上の同じ記号に部品をハンダ付けしていきます。基本的には背の低い部品から取付けて行きます

が、上記図の向きの有る部品は特に注意してハンダしてください。 このキットに使用しています基板は両

面ｶﾞﾗｽ･ｽﾙﾎｰﾙという基板で、ﾊﾝﾀﾞ後に部品を取り外す場合、専用工具等でなければならない場合がある

からです。良く確認してからハンダ付け作業を行なってください。出来れば11頁の回路図もご参照ください。 

２． このキットの基板では IC,2,4,5,ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ、D2から D7 と抵抗、一部を除くｺﾝﾃﾞﾝｻｰの 101個の部品は、既に 

機械で実装されています（部品表で●マークの部品）。  

３．  初めに取りつける部品の順番としては、まず背の低い部品、IC1の 3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ 7805、IC3の 8 ﾋﾟﾝ 

    IC ｿｹｯﾄ、Y1の 20MHz ｸﾘｽﾀﾙ、D1 ﾌﾞﾘｯｼﾞ･ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ(向きに注意)を半田付けして取り付けます。 

（前述の向きの有る部品実体図と９頁の基板実体図とを併せて参照下さい。） 

４．   次に SW1から SW7のﾀｸﾄ･ｽｲｯﾁ、半固定抵抗(VR1)、CN1電源用のDC ｼﾞｬｯｸ、電解ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ(C5,6,8,10,18 

電極の向きと容量値に注意)、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ用の電池用ﾎﾙﾀﾞｰ(BT1)を取りつけます。  

５．   次は、ﾍｯﾀﾞｰ･ｺﾈｸﾀｰを取り付けます。 ﾀﾞﾌﾞﾙ･ﾋﾟﾝ・ﾍｯﾀﾞｰとｼﾝｸﾞﾙﾋﾟﾝ･ﾍｯﾀﾞｰが有りますが、オスのﾋﾟﾝは必要 

な分をｶｯﾀｰ等で切って使用します。 ﾀﾞﾌﾞﾙ･ﾋﾟﾝは、CN4の 10x2、CN10の 13x2。ｼﾝｸﾞﾙ･ﾋﾟﾝは、JP1 の 2x1 

JP2の 3x1 です。 CN6,CN9,CN11,JP3,JP4はｵﾌﾟｼｮﾝですから必要な場合以外は取り付ける必要はありま 

せん(JP3,JP4 の 1-2 番は裏でﾊﾟﾀｰﾝ・ｼｮｰﾄ済みです)。 ﾋﾟﾝ･ﾍｯﾀﾞｰのﾋﾟﾝ･ｱｻｲﾝ(端子割付)は、当ﾏﾆｭｱﾙ後

半 13 頁の「資料 2.」をご覧ください。JP1 は、回路グランドを左上の取り付け穴とｼｮｰﾄして F/G(ﾌﾚｰﾑ･ｸﾞﾗﾝ

ﾄﾞ)にする為のｼﾞｬﾝﾊﾟｰです。必要な場合は、JP1 を付属のｼﾞｬﾝﾊﾟｰ･ﾋﾟﾝでｼｮｰﾄしてください。 

JP2は、5V電源をUSBから取るか、内部7805から取るかの選択端子です。USBから取る場合は、ﾊﾟｿｺﾝ、 
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ﾊﾌﾞの電源容量を確かめてから使用してください。必要な電源をｼﾞｬﾝﾊﾟｰ･ﾋﾟﾝでｼｮｰﾄして使用します。通常は 

「INT」をｼｮｰﾄ(USB電源ではなく内部7805の 5V使用)してこ゛使用ください。 

４個のリレーRL1から RL4 と GPS ｱﾝﾃﾅ用のBNC ｺﾈｸﾀｰ・ｼﾞｬｯｸ(突起は向き指定無し)を取り付けます。 

６．   液晶表示器に１４ﾋﾟﾝ・ﾒｽ(7x2)と 5 ﾋﾟﾝ・ﾒｽ(5x1)を取り付けます。(従来とは違い J3 と R9は何もしません) 

７．   最後に、BT1電池ﾎﾙﾀﾞｰに CR2032 ﾘﾁｳﾑ電池を差し込みます。(電池の「+」表示が手前に見える様に挿入) 

    EE-PROMの 24(L)C256 を向きを間違えないよう(1番切り欠きが下向き)に 8 ﾋﾟﾝ・ｿｹｯﾄに差込みます。 

    液晶表示器を取り付けます。14 ﾋﾟﾝ CN7 と 5 ﾋﾟﾝ CN3 で両持ちになります。 

＜以上で組み立ては終了です＞ 

８．   電源投入。 電源はDC12V です。十分回路を目視点検を行ってから投入してください。  ﾃｽﾀｰが有れば 

    電源投入時、約140ｍＡ程度ですから、これ以上多く流れた場合は、即電源を切り再度点検してください。 

９．  電源投入時は「LED-R」の赤い LEDが点灯し、液晶表示器が青く点灯します。 液晶表示器には何も表示 

 されません。 液晶表示器の左上に有る半固定抵抗抵抗(ﾎﾞﾘｭｰﾑ)ＶＲ1 を、細いﾏｲﾅｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰで、文字が 

良く見える様に時計方向(右回り)へ回し固定します。 

ＧＰＳｱﾝﾃﾅの BNC ｺﾈｸﾀを基板上のBNC ｺﾈｸﾀへ接続、右回しでﾛｯｸします。 

＜以上でキットは完成です＞ 

 

■ 液晶表示について 

    電源投入直後の表示。 

                           

                           

                           電源投入時、GPS ﾓｼﾞｭｰﾙの初期設定を行います。 

   数秒後、下記表示となります。    

                            

                             

                             

 

  

                            初期、日時表示例 

 

 

■ 基本動作 

    本キットは、基本的にＧＰＳﾓｼﾞｭｰﾙとの通信で時刻情報を得ています。 ﾓｼﾞｭｰﾙは、ｺｰﾙﾄﾞ・ｽﾀｰﾄ時以下の 

順番のモードで情報を出力します。 

    ・ｺｰﾙﾄﾞ･ｽﾀｰﾄ  電池ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ無し、初期電源投入時からのｽﾀｰﾄ(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ電池交換時も含む) 

    ・ﾎｯﾄ･ｽﾀｰﾄ   電池ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ、内部時計校正済みでのｽﾀｰﾄ 

 

 ○ ＲＴＣ ﾓｰﾄﾞ  衛星非捕捉 内部時計ﾓｰﾄﾞ(一度ｾｯﾄされると衛星が無くても正確な時刻を発生します) 

 ○ ＧＰＳ ﾓｰﾄﾞ  衛星捕捉 ﾓｼﾞｭｰﾙ内部ｲﾆｼｬﾗｲｽﾞ期間 (出力される時刻は、+15秒進んでいる)  

 ○ ＵＴＣ ﾓｰﾄﾞ  衛星完全捕捉  ＧＰＳ衛星より時刻取得状態  

さらに受信状態が良い場合は、ﾓｼﾞｭｰﾙから PPS ﾊﾟﾙｽが出力されます。           

 

    本キットは、電源投入時ﾓｼﾞｭｰﾙより送られるこのﾓｰﾄﾞにより、時刻情報の状態を判断します。 

ＧＰＳ Ｃｌｏｃｋ／Ｔｉｍｅｒ 

  Ｖｅｒ．１．０．０ 

電源投入時、この表示が出ます。

Ver.は、ﾌｧｰﾑ･ｳｴｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 

 Ｐｏｗｅｒｄ By 

 ＦｒｅｅＲＴＯＳ ｖ６．１．０ 

’08-01-06 SUN *R 
０９：００：０９ ＪＳＴ 

v.は、使用しているOSのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
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               ＧPS ﾓｰﾄﾞ時の表示 

                               この表示は、ＧＰＳ衛星が捕捉されﾓｼﾞｭｰﾙの内部準備 

                                    が終わるまで表示されます。 屋内や衛星が捕捉され 

                                    にくい場所では、時間がかかる場合があります。 

          電池ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟしている場合、最初の起動時と電池交換処理時のみの表示となります。 

 

    GPS ﾓｰﾄﾞから、UTC ﾓｰﾄﾞに成った時点で、日時表示を開始します。 

               通常表示 

                                                  

                                                  

 

 

 

 

    ※ﾊﾞｯｸ･ｱｯﾌﾟ電池を交換した場合、ｺｰﾙﾄﾞ･ｽﾀｰﾄからの動作となります。  

    ※ｺｰﾙﾄﾞ・ｽﾀｰﾄ時GPS ﾓｰﾄﾞの間は、時刻表示/設定されているﾀｲﾏｰは動作しませんのでご注意ください。    

 

■ 各種設定操作 

通常表示でSW1「MENU/PGM」を押すと 「設定モード」に移行します。 

SW4[↑]、SW5[↓] のスイッチで設定項目を選択します。 

設定項目 

 

Local Time   リージョン設定  ﾀｲﾑｿﾞｰﾝ/時差変更 

 

       Set Timer   タイマー設定   4CH ﾀｲﾏｰ、各CHの時刻設定 

             

Time Format  時刻表示設定  12 時間/24時間表示  

           

   SW1[MENU/PGM」]ｽｲｯﾁで「選択確定」します。 

    

             SW6[T-OFF/CANCEL]ｽｲｯﾁを押すと、このループから抜けます。 

 

             設定操作時の液晶画面 (ﾘｰｼﾞｮﾝ設定の液晶画面) 

Ｓｅｌｅｃｔ Ｍｅｎｕ Ｉｔｅｍ 

>Ｌｏｃａｌ Ｔｉｍｅ 

                       

● Ｌｏｃａｌ Ｔｉｍｅ  リージョン設定 (世界主要各地のﾀｲﾑ･ｿﾞｰﾝ選択で表示時間を設定します) 

SW1[MENU/PGM]]ｽｲｯﾁで「選択確定」します。 

：Ｌｏｃａｌ Ｔｉｍｅ 

>ＪＳＴ   ＋０９：００ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄの表示。 日本標準時(ＪＳＴ)になっています。   

 

Ｎｏｗ Ｉｎｉｔｉａｌｉｚｉｎｇ 

ＵＴＣ Ｔｉｍｅ Ａｊｕｓｔ 

’08-01-06 SUN *Ｕ 
０９：００：０９ ＪＳＴ 

ﾓｼﾞｭｰﾙのﾓｰﾄﾞ表示 

＊R   RTC ﾓｰﾄﾞ 内部時計ﾓｰﾄﾞ 

＊Ｇ   GPS ﾓｰﾄﾞ 初期のみ 

＊U   UTC ﾓｰﾄﾞ 通常ﾓｰﾄﾞ 

＋Ｕ   UTC ﾓｰﾄﾞの PPS出力時 ﾘｰｼﾞｮﾝ ﾀｲﾑ･ｿﾞｰﾝ記号 

ＪＳＴは日本標準時 
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 海外での使用や、国内での海外時刻表示をする場合は、ﾘｰｼﾞｮﾝ変更で時刻表示を変更する事が 

 自由に出来ます。 

SW4[↑]、SW5[↓] のスイッチで設定項目を選択します。 

SW1[MENU/PGM]]ｽｲｯﾁで「選択確定」します。 

 

ﾘｰｼﾞｮﾝ(ﾀｲﾑ･ｿﾞｰﾝ)を表す記号と時差(GMT ｸﾞﾘﾆｯｼﾞ標準時を基準とする)は、下記の表と成ります。 

 

      以上がMENUで設定が可能です。 ﾃﾞﾌｫﾙﾄでは、◎のＪＰＮ(日本標準時)に成っています。 

  海外で使用の場合は、タイム・ゾーンを確認してﾘｰｼﾞｮﾝ(ローカル・タイム)を設定選択してください。 

 

  

 

 

通常表示は設定されたﾘｰｼﾞｮﾝのﾛｰｶﾙ･ﾀｲﾑ 

で日時が表示されます。 

                          

  

● [Ｓｅｔ Ｔｉｍｅｒ ] タイマー設定 

SW1[MENU/PGM]]ｽｲｯﾁで「選択確定」します。 

：Ｓｅｔ Ｔｉｍｅｒ 
ＴＭ１ ＴＭ２ ＴＭ３ ＴＭ４

         設定するﾀｲﾏｰ CHを選択します。 

         ＳＷ２[F1]－ＳＷ5[F4]が、液晶画面に対応していますので、設定したいCH(TM1-TM4)を押します。 

SW6[T-OFF/CANCEL]ｽｲｯﾁを押すと、このループから抜けｷｬﾝｾﾙします。 

      ○ CH1（ＴＭ１）の設定例：  他のCHも全て同じ設定をします。 

         □ON時間とOFF時間の選択 

：Ｓｅｔup ＴIMER－１ 
ＳＴＲ  ＳＴＰ 

：Ｌｏｃａｌ Ｔｉｍｅ 

>ＧＭＴ   ＋００：００ 

ﾘｰｼﾞｮﾝが変更された場合。

例 ：ｲｷﾞﾘｽ地区  

’11-01-28 ＦＲＩ *Ｕ 
０９：００：２８ ＧＭＴ 



                                     -７-                         GPS 世界時計ｷｯﾄ・ﾏﾆｭｱﾙ 

         ・ ＳＴＲ  ﾀｲﾏｰ・ｽﾀｰﾄ時刻  何時にＯＮするか。 

         ・ ＳＴＰ  ﾀｲﾏｰ・停止時刻  何時にOFFするか。 

SW2[←]、SW3[→] のスイッチで Timer-1 の[STR]と[STP]を選択します。 

      SW1[MENU/PGM]]ｽｲｯﾁで「選択確定」します。 

□動作ﾓｰﾄﾞと時刻設定 

 

 

 

ＴIM１ OFF 06:09:30 
←   →  UP  DWN 

ＳＷ２[F1]－ＳＷ5[F4]が、液晶画面に対応していますので、設定したい項目を押します。 

            ･ ← , →   ｶｰｿﾙ移動  設定する項目選択 ＣＨ、ﾓｰﾄﾞ、時刻 (時：分：秒)  

・ UP, DWN  ﾓｰﾄﾞの選択と時刻の数値変更 

          ＊ 動作モード： ＯＦＦ  タイマー未使用 

            ＳＧＬ  ｼﾝｸﾞﾙ・ﾓｰﾄﾞ   その日、1回だけON／ＯＦＦするﾓｰﾄﾞ 

            CNT   連続ﾓｰﾄﾞ    毎日同じ時刻にＯＮ／ＯＦＦするﾓｰﾄﾞ 

  各 CHのﾀｲﾏｰがＯＮした場合、基板上の[TIMER]赤の LED 1-4 が CHに対応して点灯します。 

  又、LED と同時にCHに対応したリレーが動作します。 ﾘﾚｰは[C]接点です。(後述資料1参照) 

  通常時計表示でSW6[T-OFF/CANCEL]ｽｲｯﾁを押すと、強制的に全てのCHがＯＦＦします。 

  全ての設定が終わって、SW1[MENU/PGM]]ｽｲｯﾁを押して「設定確定」します。 

 ※ﾀｲﾏｰ動作時に電源が切られた場合、復帰時にその動作は維持しませんのでご注意ください。 

  ○ [Ｔｉｍｅ Ｆｏｒｍａｔ]  時刻表示設定 

SW1[MENU/PGM]]ｽｲｯﾁで「選択確定」します。 

：Ｔｉｍｅ Ｆｏｒｍａｔ 

>１２Ｈ ２４Ｈ 

                     ﾃﾞﾌｫﾙﾄでは、２４Ｈ(２４時間表示)に成っています。 

SW2[←]、SW3[→] のスイッチで設定項目を選択します。 

SW1[MENU/PGM]]ｽｲｯﾁで「選択確定」します。 

SW6[T-OFF/CANCEL]ｽｲｯﾁを押すと、このループから抜けます。 

         24 時間表示例               12 時間表示例 

 

 

 

■ 各種出力について 

●時刻ﾊﾟﾙｽ 

        時刻に合わせ、正秒[s]、正分[m]、正時[h]、正日[D]、正月[M]に、対応する LEDが点灯、CN4 より 

        O.C.(ｵｰﾌﾟﾝ･ｺﾚｸﾀ max100mA)の 100mS負ﾊﾟﾙｽが出力されます。(資料２．ｺﾈｸﾀ端子割付表参照) 

●ＵＳＢ(MicrochipUSB)入出力 

        USB準拠の入出力を持ちます。 ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰは、http://www.tristate.ne.jp/tsjob007.htm より 

        ﾀﾞｳﾝ･ﾛｰﾄﾞしてご使用ください。 以下の 3通りの使用が可能です。 

           Windows では、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ﾎﾟｰﾄ(COMx)として擬似RS-232C動作します。 

        USBがﾊﾟｿｺﾝで認識されると、LED-R[USB/ERR]が消灯します。 

’11-01-28 ＦＲＩ *Ｕ 
０９：００：２８ ＪＳＴ 

’11-01-28 FRI *U 
０９：００：０９．ａｍ ＪＳＴ 

ﾀｲﾏｰＣＨ

TIM１－４

モード 設定時刻： 24時間表示

ｈｈ：ｍｍ：ｓｓ 
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○USBによる、ｺﾏﾝﾄﾞ･ﾚｽﾎﾟﾝｽ・モード通信 

   ﾊｲﾊﾟｰ･ﾀｰﾐﾅﾙやｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑからﾎﾞｰﾄﾞに対しｺﾏﾝﾄﾞを投げると、ﾚｽﾎﾟﾝｽとして返します。 

        ﾎﾞｰﾄﾞの SW4[F3]を押す毎に、ｺﾏﾝﾄﾞ・ﾚｽﾎﾟﾝｽ･ﾓｰﾄﾞと NMEA ﾓｰﾄﾞが切り替わります。 

  USBが接続された状態で、LED-Y[NMEA/ON-OFF]が点灯してｺﾏﾝﾄﾞ・ﾚｽﾎﾟﾝｽ･ﾓｰﾄﾞになります。 

 コマンド (大文字小文字識別無し) レスポンス (ﾎﾞｰﾄﾞの返答) 
ﾎﾞｰﾄﾞより入力要求 [ENTER] +CR+LF※ $Cmd> 

日付の取得 DATE+CR+LF YYYY/MM/DD+CR+LF 

時刻の取得 TIME+CR+LF HH:MM:SS+CR+LF 

ﾓｼﾞｭｰﾙ・ﾓｰﾄﾞ・ｽﾃｰﾀｽ取得 STUS+CR+LF *R or *G or *U or +U  +CR+LF 

ﾀｲﾏｰ設定 STMR,T,M,HH:MM:SS/hh:mm:ss+CR+LF 

T=CH 1-4,M=mode O(OFF)/C(毎日)/S(ｼﾝｸﾞﾙ), 

HH:MM:SS=ｽﾀｰﾄ時刻,  hh:mm:ss=停止時刻 

OK +CR+LF 

ﾀｲﾏｰ設定内容の確認 GTMR,T+CR+LF      T=CH 1-4 TMRt_M_HH:MM:SS-hh:mm:ss+CR+LF

t=CH 1-4、M=mode OFF/CNT/SGL、

HH:MM:SS=ｽﾀｰﾄ時刻, 、_=ｽﾍﾟｰｽ 

hh:mm:ss=停止時刻 

ﾀｲﾏｰ出力強制ON TMON,T+CR+LF      T=CH 1-4 OK +CR+LF 

ﾀｲﾏｰ出力強制OFF TMOF,T+CR+LF      T=CH 1-4 OK +CR+LF 

入力エラー  Invalid Command+CR+LF 

※ CR+LFは、ｷｬﾘｼﾞ･ﾘﾀｰﾝ+ﾗｲﾝ･ﾌｨｰﾄﾞ「改行文字」の事。ﾊｲﾊﾟｰ･ﾀｰﾐﾅﾙ使用の場合、ASCII 送信で「行末に改行文字を付ける」にﾁｪｯｸしてください。 

 

○USBによる、GPS ﾓｼﾞｭｰﾙより直接NMEA測位情報ｽﾄﾘｰﾐﾝｸﾞ･ﾃﾞｰﾀの取得 

        ﾎﾞｰﾄﾞの SW4[F3]を押す毎に、ｺﾏﾝﾄﾞ・ﾚｽﾎﾟﾝｽ･ﾓｰﾄﾞと NMEA ﾓｰﾄﾞが切り替わります。 

  USBが接続された状態で、LED-Y[NMEA/ON-OFF]が点灯してｺﾏﾝﾄﾞ・ﾚｽﾎﾟﾝｽ･ﾓｰﾄﾞになります。 

        ﾃﾞﾌｫﾙﾄでは、NMEA ﾓｰﾄﾞに成っています。 

            ﾎﾞｰ･ﾚｲﾄ：38,400、ﾃﾞｰﾀ：8bit、ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ：1、ﾊﾟﾘﾃｨ：無し  

 

           ﾊｲﾊﾟｰ･ﾀｰﾐﾅﾙ等のﾀｰﾐﾅﾙ･ｿﾌﾄで NMEA ﾃﾞｰﾀを連続して受信する場合、２４時間程度すると通信が 

突然切断される場合があります。その場合は、ｺﾝﾄﾛｰﾙ･ﾊﾟﾈﾙ、ｼｽﾃﾑ、ﾊｰﾄﾞｳｴｱ、ﾃﾞﾊﾞｲｽ･ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

の USB ﾙｰﾄ･ﾊﾌﾞのﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ内の「電源の管理」の「電源の節約の為…電源をｵﾌすることが出来る」 

の「ﾁｪｯｸを外し」てください。(15頁 補足説明 「ｵﾌﾟｼｮﾝ ｺﾈｸﾀｰＣＮ11 について」 参照) 

 

 

 

 

 

 

 

○USBによる、本GPS時計ﾎﾞｰﾄﾞのﾌｧｰﾑ･ｳｴｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ･ｱｯﾌﾟ 

本ﾎﾞｰﾄﾞのﾌｧｰﾑｳｴｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟは、専用のﾗｲﾀｰは必要有りません。  

当社下記ｻｲﾄより、「Microchip HID Bootloader」ｿﾌﾄをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしﾊﾟｿｺﾝにｲﾝｽﾄｰﾙします。最新の 

ﾌｧｰﾑ･ｳｴｱ(HEX ﾀｲﾌﾟ)は公開/提供致しますので、これもﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ。USB ｹｰﾌﾞﾙでﾊﾟｿｺﾝと接続し、 

GPS基板のSW1[MENU/PGM]を押しながら SW7[RESET]を押すと、LED-Y,Rが交互に点滅します 

(書き込み準備完了)。 

HIDＢｏｏｔｌｏａｄｅｒを起動、ﾌｧｰﾑｳｴｱのﾌｱｲﾙを指定しWrite ﾎﾞﾀﾝを押して書き込みます。  

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞは： http://www.tristate.ne.jp/ tsjob007-2.htm より行ってください。(新PIC-NIC と同様)    

・ GPS測位のﾓﾆﾀｰ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(GPSmonitor.exe)を、FURUNO さんよりご提供頂いております。 

 当社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.tristate.ne.jp/tsjob007-2.htm よりﾀﾞｳﾝ･ﾛｰﾄﾞして解凍後ご使用 

ください。  解凍すると、GPS ﾓﾆﾀｰ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑと使用説明書2つのﾌｧｲﾙが現れます。 

 使用条件：このｿﾌﾄ･ｳｴｱに関する問い合わせは、一切お受けできませんのでご了承ください。 
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■ 基板実体図  キット作成にお役立てください。 

★ 基板上半分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 基板下半分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ ４個 

C5=220μF、C10=10μF

C6,C8=47μF 

全て右側「+」  

ﾊﾞｯｸ･ｱｯﾌﾟ用電池 

CR2032手前が「+」

CPU PIC18F67J50 

ﾀｸﾄ･ｽｲｯﾁ 6個 

黄黒黒黒黒赤の順

20MHz ｸﾘｽﾀﾙ ﾃﾞｰﾀ用ﾒﾓﾘｰ 

24LC256 下側が1番

液晶ﾊﾞｯｸ･ﾗｲﾄ用 

1x5 5P ｼﾝｸﾞﾙ･ﾋﾟﾝ

CN3 

USB ｺﾈｸﾀｰ 

Mini-B 

OPTION CN6 

CPU書き込み用

電源ﾌﾞﾘｯｼﾞ 

液晶様 2x7 

14P ﾀﾞﾌﾞﾙ・ﾋﾟﾝ

  CN7 

電源DC ｼﾞｬｯｸ 

芯 2.1mm 

3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ 

７８０５ 

BNCアンテナコネクター

リレー接点出力ｺﾈｸﾀｰ

13x2 26P ﾀﾞﾌﾞﾙ･ﾋﾟﾝ 

CN10 

液晶ｺﾝﾄﾗｽﾄ 

半固定抵抗 

リレー4個 

RL1-RL4 

USB用ﾎﾟﾘｽｲｯﾁ 

+5V電源 

USB/内部切替 

F.G.用ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ 

GPS ﾓｼﾞｭｰﾙ 

OPTION 

ｺﾈｸﾀ CN11 

ﾘｾｯﾄ･ｽｲｯﾁ 

ﾀｸﾄ･ｽｲｯﾁ赤色 

ﾊﾟﾙｽ出力ｺﾈｸﾀｰ 

10x2 20P ﾀﾞﾌﾞﾙﾋﾟﾝ

   CN4 

電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ

C18=10μF

右側「+」 

OPTION 

ｺﾈｸﾀｰ CN９

外部電源入力 

端子 CN2 
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★ 液晶表示器 

        液晶表示器は、ﾌﾞﾙｰ･ﾊﾞｯｸの白抜きﾀｲﾌﾟ 16 桁 2行表示です。  

裏面に 2つのメスのﾋﾟﾝ・ﾚｾﾌﾟﾀｸﾙ・ｺﾈｸﾀｰを半田付けして取り付けるだけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 付属ＧＰＳアンテナ AU-15-5B (完成品)  

 
 

   ＧＰＳ時計も電波時計同様に電波を受信して時刻ﾃﾞｰﾀを取得しています。ですから、電波の届かない地下、 

鉄筋コンクリートの建物内や金属で囲まれた所では受信できません。 ｱﾝﾃﾅは、出来るだけ屋外に設置 

するか、上空に開けた窓際に、ｱﾝﾃﾅの平らなﾏｸﾞﾈｯﾄ面を下に水平に設置してください。 

当ｷｯﾄでは BNC ｺﾈｸﾀを使用していますので、多少でしたら 50Ωの同軸ｹｰﾌﾞﾙ使用で延長も可能です。 

当GPS時計は、測位を目的としていませんので、衛星は 1個でも一定ﾚﾍﾞﾙで捕捉できれば、時刻情報は 

取得可能です。衛星が無く受信が出来ない場合は、RTC ﾓｰﾄﾞでﾓｼﾞｭｰﾙ自体のRTCが時刻を発生しますの 

で時刻を継続して刻み(一度UTC受信後にRTC時刻校正後が条件)ます。 但し、何日も受信できない状態 

が連続しますと、内部時計の誤差精度により、時間が経つにつれ時刻の誤差は大きくなって行きます。 

 

    組み立てに関しては、下記当社該当ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞも併せて、ご覧ください。 

写真を多く掲載しておりますので、目視での確認が出来ますので、製作の参考にしてください。 

                 http://www.tristate.ne.jp/tsjob007.htm 

7x2 14P ﾀﾞﾌﾞﾙ･ﾋﾟﾝ 

メス・ｺﾈｸﾀｰ 

5x1 5P ｼﾝｸﾞﾙ･ﾋﾟﾝ

メス・ｺﾈｸﾀｰ 

ﾊﾞｯｸ･ﾗｲﾄ電源用 

ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ内蔵 ｱｸﾃｨﾌﾞ･ｱﾝﾃﾅ

ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ電源はﾓｼﾞｭｰﾙより 

供給されます。 ﾏｸﾞﾈｯﾄ付 

Gain:25dB NF:2dB 

ｺﾈｸﾀｰ: BNC-P 

ｹｰﾌﾞﾙ: 約 5m長、 

５０Ω、1.5DS-ＧＥＨＶ（ＴＡ）
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■ 回路図 
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ｺﾝﾃﾞﾝｻ、抵抗の定数が若干

変更になる場合があります。回路図のＰＤＦ版は、当社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞよりﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ可能です。
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■ 資   料 1.  O.C.(ｵｰﾌﾟﾝ･ｺﾚｸﾀ)とリレー接点出力について (次項 資料２．ｺﾈｸﾀ端子割付表参照) 

 
当ｷｯﾄに使用していますリレーは、Ｃ接点と云い、通常閉じている接点と、通常開いている 2つの接点を持って 

います。用途に応じて選択して使用してください。 接点の容量は、ｶﾀﾛｸﾞ値で、最大AC125V で 500mA/DC24V 

で 1A と成っていますが、定格は電流値の半分程度とお考えください。もし、ﾘﾚｰの接点に火花を生じる事が予想 

される様な負荷に電流を流す場合は、接点の保護の為にｽﾊﾟｸ･ｷﾗｰ等の火花吸収素子等を別途取り付けてご 

使用ください。 

■ 資   料 ２.  入出力ｺﾈｸﾀｰ端子割付一覧             ・空白の端子は、未使用 

 

  

 

ﾘﾚｰの接点に関しては、資料1参照

・ CN9 の 1-4、14-17 は、基板上

のｽｲｯﾁを外部に出す場合ご使

用下さい。それ以外は、ｸﾞﾗﾝﾄﾞ

以外現在未使用です。 

・ CN11は、4にPPS信号がｵｰﾌﾟ

ﾝｺﾚｸﾀで出ています。 それ以

外はｵﾌﾟｼｮﾝです。  
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■ 資   料 ３.  ＮＭＥＡのデータ 

    ﾊｲﾊﾟｰ･ﾀｰﾐﾅﾙで受信したNMEA ﾃﾞｰﾀ。 枠内が１秒間に送られるﾃﾞｰﾀ例。 ( 2011/01/25の参考ﾃﾞｰﾀ ) 

 
       NMEA準拠ﾌﾟﾛﾄｺﾙのﾃﾞｰﾀですから、ﾃﾞｰﾀの具体的内容は、関連する書籍等をご覧ください。  

 

■ 組み立てに関しての補足説明  

◎ 基板のスルホールに関して (要注意事項－意外と多いﾄﾗﾌﾞﾙの原因) 

        
スルホールは、両面基板の場合に上下を貫通する「穴」又はランド（ハンダする銀色の部分）の穴の内 
面を筒状にメッキして上下の導体を導通させる様に加工してあります。 ですから、リードをハンダし 
た後にリードを抜く場合は注意が必要ですし、ﾄﾞﾘﾙ等で穴を広げたりする事は厳禁です。  
下(部品面)から十分にハンダを溶かし上のランドまで溶けた状態ではない状態でリードを無理に引き抜 
きますと、スルホールがリードに付いたまま抜けてしまう場合があります。その場合、上下のランドが 
電気的に導通しない為に、製作したキットが動かなくなります。十分に注意して部品を取り外してくだ 
さい。ハンダをポンプで吸い取ったり、網線に染み込ませてハンダを吸い取り部品を外す工具が有りま 
すので、それらの工具を使用して部品を外すことをお勧め致します。それらの工具が無い場合は、部品 
のリードをあえてニッパー等で切断してしまい、ハンダコテで過熱しながらピンセットでリードを抜く 
方法もあります。但し、この方法ですとその部品は使用出来なくなる事を覚悟しなければなりません。 
 出来るだけこの様な事態にならない様、取り付ける部品の方向等の確認、取り付ける位置の確認を行っ 
てから、半田をする様に心がけてください。(思い込みで失敗する事例が意外と多い) 
◎ 部品のリード(足)のカットに関して (要注意事項－最近増えてきているﾄﾗﾌﾞﾙの原因) 
   最近、基板の実装密度が上がっており、部品を半田した後、その余分なﾘｰﾄﾞをﾆｯﾊﾟｰ等でｶｯﾄする際に、近く 

に有るﾁｯﾌﾟ抵抗や、ﾁｯﾌﾟ・ｺﾝﾃﾞﾝｻ等のﾁｯﾌﾟ部品を一緒に挟んで壊す事例が増えております。  

部品リードのカットには、周りに十分に注意してカットしてください。 

   万が一、製作上でﾄﾗﾌﾞﾙ等が発生した場合、当社では点検/修理も行っていますのでご連絡ください。 

 



                                     -１５-                         GPS 世界時計ｷｯﾄ・ﾏﾆｭｱﾙ 

■ 補足説明  

◎ 本ﾎﾞｰﾄﾞで使用しているＯＳについて 

    本 GPS世界時計ﾎﾞｰﾄでは、「ＦｒｅｅＲＴＯＳ」というＯＳのＰＩＣ用を使用しています。 

    使用しているＯＳのﾊﾞｰｼﾞｮﾝは、電源投入時液晶に表示されます。(4頁の「液晶の表示について」参照) 

    詳細については、  http://ｗｗｗ.freertos.org/  をご参照ください。   

◎ 電源ｺﾈｸﾀｰ CN2について (外部電源予備入力端子) 

   ＤＣ電源入力は、DC ｼﾞｬｯｸ(CN1)以外に、CN1の直ぐ隣にCN2が用意されています。電源を直結する事 

   が出来ます。 CN1、CN2何れも直後のﾌﾞﾞﾘｯｼﾞ･ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ(D1)により整流されますので、入力極性はありま 

せん。「＋」「－」どちらに接続しても問題はありません。尚、ﾎﾞｰﾄﾞ上には、電源入力に対するﾌｭｰｽﾞが有り 

ませんので、万が一の為使用する電源との間にﾌｭｰｽﾞを挿入してください。 

◎ ジャンパーJP1について (フレーム・グランド接続端子) 

JP1は、F.G.(ﾌﾚｰﾑ･ｸﾞﾗﾝﾄﾞ)用のｼﾞｬﾝﾊﾟｰです。 本ﾎﾞｰﾄﾞの 4隅に3.5mmの取り付けﾈｼﾞ用の穴が有ります。 

左上の取り付け穴(ｽﾙ･ﾎｰﾙ)は、この JP1 をｼｮｰﾄする事で、ﾎﾞｰﾄﾞ上のｸﾞﾗﾝﾄﾞがｼｬｰｼ等に接続されﾌﾚｰﾑ･ 

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ接続が可能となります。 ﾌﾚｰﾑ･ｸﾞﾗﾝﾄﾞが必要な場合、JP1 をｼｮｰﾄしてご使用ください。 

◎ オプション ｺﾈｸﾀｰＣＮ９について (CPU入出力端子) 

    このコネクターには、本ボードで使用している 7個のﾀｸﾄｽｲｯﾁ SW1-SW7がそのままﾊﾟﾗﾚﾙに出ています。 

    それに加え、ＣＰＵが現在使用していないﾎﾟｰﾄも、将来の為に全て直結で端子に出してあります。 

使用できるのはｽｲｯﾁのみですが、ｹｰｽ組み込み等で必要な場合に外部SWとしてご使用ください。 

◎ オプション ｺﾈｸﾀｰＣＮ11 について (GPS出力) 

    このコネクターは、ＧＰＳﾓｼﾞｭｰﾙより直接NMEA ﾃﾞｰﾀを取り出す為の端子です。 ｽｷﾙの有る方のみご使用 

ください。 仕様は、RS-232Cに準拠、ﾎﾞｰﾚｲﾄ:9,600bps、ﾃﾞｰﾀ:8 ﾋﾞｯﾄ、ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ：1、ﾊﾟﾘﾃｨ：無し、NO ﾌﾛｰ。 

    使用の際は、JP3 と 4の 1-2番間が裏側でﾊﾟﾀｰﾝ･ｼｮｰﾄされていますのでそれをｶｯﾄ。３ﾋﾟﾝのｼﾝｸﾞﾙ･ﾍｯﾀﾞｰ 

    を JP3,4 に取り付け、ｼｮｰﾄﾋﾟﾝを JP3,4 両方の 2-3間をｼｮｰﾄします。CN11の 2番が[TX]、3番が{RX}になり 

    ます。 ﾎﾞｰﾄﾞ上には、RS-232Cのﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ ICが付いていませんので、外部に 3.3V で使用できる ADM3202 

等のﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ IC を用意して接続してご使用ください。ＮＭＥＡﾃﾞｰﾀを、ほぼ接続したままでの連続使用の場 

合は、この方法でﾃﾞｰﾀ取得する事をお勧めいたします。 

◎ 1ＰＰＳﾊﾟﾙｽ出力について 

    1PPSは、UTCに完全同期した1秒ﾊﾟﾙｽです。 衛星の条件の良い場合に、GPS ﾓｼﾞｭｰﾙから直接出力され 

ます。 仕様では、UTC との比較で、最大遅延は８μS (T=25゜C)です。 

    出力は、ﾎﾞｰﾄﾞ上の LED(LED12[PPS])点滅で確認できます。( ﾊﾟﾙｽ幅が小さい為に、PPS表示青色LEDの 

点灯時間が小さく、ｓ,m,h 等の点灯に比べ点灯時間が短くなります)。 信号出力が必要な場合は、CN11の 

4番ﾋﾟﾝに O.C.(ｵｰﾌﾟﾝ･ｺﾚｸﾀ(13 頁 資料1. 参照)、max100mA)  80μS,幅の負ﾊﾟﾙｽで出力されています。 

(資料２．端子割付参照) 

    1PPS信号をRS-232C ｺﾈｸﾀｰに接続して使用する場合、負論理になっていますので、反転してからﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ 

IC を通して接続してください。 

◎ USB ﾊﾞｽﾊﾟﾜｰによる電源供給について 

 本ﾎﾞｰﾄﾞの JP2 ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ、通常は 2-3(INT)短絡ですが、1-2(USB)をｼｮｰﾄﾋﾟﾝで短絡すると、USB ｹｰﾌﾞﾙ側 

    から DC5Vの供給を受ける事ができます。USBの電流容量にも寄りますので確認の上ご使用ください。 

    ﾎﾞｰﾄﾞ上の PF1は、USB電源の電流制限用のﾎﾟﾘｽｲｯﾁ(自動復帰ﾌｭｰｽﾞ)で、ｼｮｰﾄ等万が一の場合、ﾊﾟｿｺﾝ等 

の上位機器の電源を保護しています。電流制限500mA、1Aでカット・オフします。電流が規定値内に下がる 

と、自動的に復帰します。(注意：過度電流の原因を取り除かずに連続通電するとﾎﾟﾘｽｲｯﾁが熱くなります。) 

 



GPS 世界時計ｷｯﾄ・ﾏﾆｭｱﾙ                       -１６- 

◎ ﾊﾞｯｸ･ｱｯﾌﾟ電池の交換について  (本ﾎﾞｰﾄﾞを数 10m以上大きく移動した場合) 

    稼動後数年後又は長時間使用せずに放置した時等、電源を入れた時にｺｰﾙﾄﾞ･ｽﾀｰﾄした場合、GPSﾓｼﾞｭｰﾙ 

のﾊﾞｯｸ･ｱｯﾌﾟ電池が消耗してGPS ﾓｼﾞｭｰﾙの内部時計(RTC)の保持ができない電圧になった事になります。 

    その場合は、ﾘﾁｳﾑ電池CR2032 を交換してください。(通常使用では、数年間交換の必要がありません) 

    交換後、ﾌｧｰﾑ･ｳｴｱのｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ上の問題から、そのまま使用すると一時時刻が合わなくなったり、ﾀｲﾏｰ 

動作が誤動作する可能性が有ります。 電池を交換した時、又は本ﾎﾞｰﾄﾞを数 10m以上大きく移動した時や 

長時間電源を切っていた時等、衛星自体の位置情報が変わった時は、SW6[T-OFF/CANCEL]ｽｲｯﾁを押し 

ながら SW7[RESET]を押して、「ｼｽﾃﾑ・ﾘｾｯﾄ」を行ってください。  

◎ オプション ｺﾈｸﾀｰＣＮ６について (CPU書込端子) 

 ＣＮ６は、CPU PIC18F67J50 に直結されており、直接ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞする為の端子です。 GPS ﾎﾞｰﾄﾞ自体の 

ﾊｰﾄﾞｳｴｱを利用して別のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを作成したり、GPS ﾎﾞｰﾄﾞのﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを書き込む際に使用 

します。 書き込みには、ﾏｲｸﾛﾁｯﾌﾟ社の「PICkit-2」等を 

使用します。(この目的以外、通常は使用しません) 

                                PICkit-2 に付属のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝをﾊﾟｿｺﾝにｲﾝｽﾄｰﾙして 

                                書き込みします。その際、GPS ﾎﾞｰﾄﾞの電源は落とした 

                                状態で書き込みます。 

                                GPS ﾎﾞｰﾄﾞのﾌﾞｰﾄ･ﾛｰﾀﾞｰは、提供しますのでCPU 交換 

                                や万が一CPUのﾌﾗｯｼｭが何かでﾌｱｰﾑ損失した場合に、 

                                この方法で書き込んでください。 この様な状況に成った 

場合で、上記の環境を用意できない場合は、当社にて 

書き込みｻｰﾋﾞｽをする予定です。お問い合わせください。 

GPS ﾎﾞｰﾄﾞの通常のﾌｱｰﾑ･ｳｴｱは、USBで書き込みします。(出荷時は書込み済み。 8頁下参照)  

■ 最 後 に 

    「GPS」と言えばカーナビと言われる様に、位置情報が手軽に扱う事が出来る昨今となりました。しかしGPS 

衛星からは、位置情報と同時に正確な時刻情報も送られて来ています。この時刻情報に特化して高精度の時 

計キットとして開発いたしました。これまで、電波時計キットを販売しておりましたが、長波という電波の特性上 

安定した受信が難しく、立ち上げに時間がかかるのが欠点でした。GPSは31もの人工衛星が上空を周回して 

おり、安定した電波、毎秒校正と、地球上何処ででも受信できるというメリットを提供しています。これを使用し 

た「時計ｷｯﾄ」は世界初と思われます。発売に先立ち関係諸氏のご協力に対し、この場を借りてお礼申し上げ 

ます。 

   今後共、末永くご使用頂きます様お願い申し上げます。  

             ◎お問い合わせは下記までメールか往復ﾊｶﾞｷにてお願い致します。 
GPS世界時計ｷｯﾄ ﾏﾆｭｱﾙ    第 3 版 
2012 年 9月  TriState ltd. by  Y.YOSHIKAWA 

キットの情報／詳細は、下記当社ＵＲＬにて。 

          －不許転載－ 
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